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大阪教育大学池田地区附属学校研究発表会

グローバル社会を協働的に創造する資質・能力の育成
〜「グローバル市民コモン・ルーブリック」を活用した学習のあり方〜

（２年次）



昨年度（R5）の研究



４ 主題設定の背景 と 前年度の研究

グローバル社会を協働的に創造する資質・能力の育成

池田地区が考える「グローバル市民」

学習目標・評価方法の構築

教科 行事 生活
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予測困難な時代におけるグローバル社会を多様性を認めながら
生き抜いていくことができる。



OECD（経済協力開発機構）Education2030プロジェクトより

「VUCAな時代」
Volatility（変動性）

Uncertainty（不確実性）

Complexity（複雑性）

Ambiguity（曖昧性）

Well-being

コンピテンシー

3４ 主題設定の背景 と 前年度の研究



附属池田小学校 附属池田中学校 附属高等学校池田校舎

国際バカロレアMYP認定校 ASPnet（ユネスコスクール）
WWLコンソーシアム共同実施校）

SPS (Safety Promotion School）

主
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決
す
る
市
民

グローバル社会を協働的に創造する資質・能力の育成
自ら進んで探究する力と互いに認め合い，学びあう心の育成

For Global Issues（地球規模の課題）

For Familiar Issues（身近にある課題）

（2023.3.17一部改訂）

海外児童受け入れ
児童主体の学習
英語教育の充実

帰国生徒・外国籍生徒受け入れ
IBとリンクした自主・自律志向

実践的な英語教育

グローバル探究
教科横断型のESD実践

ユネスコスクールとの実践

安全科教育の開発
身近な社会課題に対峙する際の

基本的な態度の形成
課題解決に向けてのスキルの鍛錬

実践的な安全教育
「自ら動ける人」の育成する

総合・実践教室
生徒会活動を活用した

生徒主体・発信の安全教育

4４ 主題設定の背景 と 前年度の研究

池田地区トータルコンセプト図



V
U

C A

VUCA時代

小学生 中学生 高校生

教科の授業

総合

行事

安全教育

WWL

IB

国際生徒

グローバル
探究

１２年間の発達における学習目標・評価指標が存在しない

5４ 主題設定の背景 と 前年度の研究



発達段階における目標を示したコモン・ルーブリックの作成

各教科・行事に
ローカライズ
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グローバル市民 コモン・ルーブリック

項目 高等学校 中学校
小学校

高学年 低学年

主体的
な人

つなぐ力
のある人

探究力
のある人

寛容な人

小中高における，生活や各教科の学習，行事などで児童・
生徒の「グローバル市民性を育む教育目標」と
「評価指標」づくりの基としての活用をめざすもの

４ 主題設定の背景 と 前年度の研究



グローバル市民とは・・・

グローバル市民

研究の経緯

7４ 主題設定の背景 と 前年度の研究



グローバル市民とは・・・ 研究の経緯

要素
要素

要素
要素

要素

要素

要素

要素

要素

要素

要素

要素

要素

要素

グローバル市民
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要素

要素
要素

要素

要素

要素

要素

要素

要素

要素

要素要素

要素

要素

グローバル市民とは・・・ 研究の経緯

グローバル市民

7４ 主題設定の背景 と 前年度の研究



要素

要素

要素要素要素

要素

要素要素

要素 要素

要素要素

要素

項目１

項目２

項目３

項目４

グローバル市民

小学生 中学生 高校生

要素

研究の経緯

8４ 主題設定の背景 と 前年度の研究



「グローバル市民」に
必要な要素とは何かを考える

9４ 主題設定の背景 と 前年度の研究

研究の経緯（４月）

子どもの学びの姿から見いだす



8/22

研究会

意見

グローバル市民の要素をまとめる作業
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研究の経緯（11〜１２月）

４ 主題設定の背景 と 前年度の研究



要素要素要素要素 要素

要素要素要素

要素要素

要素要素要素要素

グローバル市民性

小学生 中学生 高校生

池田地区が考える「グローバル市民」

主体的な
人

寛容な人

つなぐ力の
ある人

探究力の
ある人

身近なものごとや世界の出来事に関心を持ち，夢中になって真理や
理想を探究する

自ら進んで行動し，自己調整しながら，自律的かつ粘り強く
物事に取り組む

身近な他者や異なる文化の価値観をも尊重し，互いに認め合う

様々な知識と世の中の出来事とを関連づけて考えたり，多
様な人とのつながりを大切にしたりする

案1012/25
提案

11４ 主題設定の背景 と 前年度の研究



項目 高等学校 中学校
小学校

高学年 低学年

主体的
な人

これまでの経験や学んだこと，新た
な試みの視点などから目標を持ち，
その達成に向けて自主的に粘り強く
，創造的に取り組むことができる。

これまでの経験や学んだこと，
試みの視点などから目標を持ち
，その達成に向けて自主的に粘
り強く取り組むことができる。

これまでの経験や学んだ
こと，試みの視点などから
目標を持ち，その達成に向
けて自主的に取り組むこと
ができる。

これまでの経験や学んだ
ことから目標を持ち，その
達成に向けて進んで取り
組むことができる。

つなぐ力
のある人

これまでの経験や知識を関連づけ
て創造的に物事を考え，周りの人た
ちや異なる文化圏の人たちとの協働
を構想・実践することができる。

これまでの経験や知識を関連
づけて物事を考え，地域社会の
人たちとの協働を構想・実践す
ることができる。

これまでの経験や知識を
関連づけて物事を考え，学
校の人たちと協力して取り
組むことができる。

これまでの経験や知識を
もとに物事を考え，学級の
人たちと力を合わせて取り
組むことができる。

探究力
のある人

自らの問題として，身近なコミュニテ
ィや世界の出来事から課題を見出し
，その解決に向けて取り組み，振り返
りながら，創造的に追究することが
できる。

自らの問題として，身近なコミュ
ニティから課題を見出し，その解
決に向けて取り組み，振り返り
ながら追究することができる。

自らの問題として，身の回
りから課題を見出し，その
解決に向けて取り組み，振
り返ることができる。

自らの問題として，身の回
りの課題に気づき，その解
決に向けて取り組むことが
できる。

寛容な人

他者の意見や考え方に対して共感
と傾聴の姿勢で接し，多様性を尊重
しながら相互理解を深めることがで
きる。

他者の意見や考えに対して共
感の姿勢で接し，多様性を受け
入れ相互理解を進めることがで
きる。

他者の意見や考えに対し
て共感の姿勢で接し，相
互理解を進めることができ
る。

他者の意見や考えに対し
て共感の姿勢で接するこ
とができる。

研究の経緯（３月）

４ 主題設定の背景 と 前年度の研究

「グローバル市民」 コモン・ルーブリックの完成
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低学年高学年中学校高等学校

各校種でのゴール



項目 高等学校 中学校
小学校

高学年 低学年

主体的
な人

これまでの経験や学んだこと，新た
な試みの視点などから目標を持ち，
その達成に向けて自主的に粘り強く
，創造的に取り組むことができる。

これまでの経験や学んだこと，
試みの視点などから目標を持ち
，その達成に向けて自主的に粘
り強く取り組むことができる。

これまでの経験や学んだ
こと，試みの視点などから
目標を持ち，その達成に向
けて自主的に取り組むこと
ができる。

これまでの経験や学んだ
ことから目標を持ち，その
達成に向けて進んで取り
組むことができる。

つなぐ力
のある人

これまでの経験や知識を関連づけ
て創造的に物事を考え，周りの人た
ちや異なる文化圏の人たちとの協働
を構想・実践することができる。

これまでの経験や知識を関連
づけて物事を考え，地域社会の
人たちとの協働を構想・実践す
ることができる。

これまでの経験や知識を
関連づけて物事を考え，学
校の人たちと協力して取り
組むことができる。

これまでの経験や知識を
もとに物事を考え，学級の
人たちと力を合わせて取り
組むことができる。

探究力
のある人

自らの問題として，身近なコミュニテ
ィや世界の出来事から課題を見出し
，その解決に向けて取り組み，振り返
りながら，創造的に追究することが
できる。

自らの問題として，身近なコミュ
ニティから課題を見出し，その解
決に向けて取り組み，振り返り
ながら追究することができる。

自らの問題として，身の回
りから課題を見出し，その
解決に向けて取り組み，振
り返ることができる。

自らの問題として，身の回
りの課題に気づき，その解
決に向けて取り組むことが
できる。

寛容な人

他者の意見や考え方に対して共感
と傾聴の姿勢で接し，多様性を尊重
しながら相互理解を深めることがで
きる。

他者の意見や考えに対して共
感の姿勢で接し，多様性を受け
入れ相互理解を進めることがで
きる。

他者の意見や考えに対し
て共感の姿勢で接し，相
互理解を進めることができ
る。

他者の意見や考えに対し
て共感の姿勢で接するこ
とができる。

研究の経緯（３月）

４ 主題設定の背景 と 前年度の研究

「グローバル市民」 コモン・ルーブリックの完成
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今年度（R６）の研究



４ 今年度の共同研究

R5 グローバル市民とは何かを定義づけていく

グローバル市民コモン・ルーブリックの作成

R7  グローバル市民コモン・ルーブリックの評価・改善

グローバル市民性とは何かを子どもの姿から見出していく

グローバル市民コモン・ルーブリックを各教科，活動にローカライズしていく

グローバル社会を協働的に創造する資質・能力の育成

R6  グローバル市民コモン・ルーブリックを各教科へ落とし込む

グローバル市民コモン・ルーブリックを活用し，評価・改善を行う
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15コモン・ルーブリックを活用することのねらいと利点

１ 池田地区における教育活動の共通認識

２ 各教科，行事への具体的な適用

３ 教育改善とフィードバック
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１ 池田地区における教育活動の共通認識

コモン・ルーブリックを活用することのねらいと利点

主体的

つなぐ力

探究力

寛容

池田地区が考える「グローバル市民」 同じ視点で議論

小中高の連携

小 中 高

運動会

教科の
授業

文化祭

体育
大会

附高祭

宿泊
行事

め
ざ
す
児
童
・
生
徒
像

教科の
授業

教科の
授業



小

中

高

運動会

教科の
授業

体育
大会

宿泊
行事

文化祭

附高祭
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２ 各教科，行事への具体的な適用

コモン・ルーブリックを活用することのねらいと利点

教科の目標設定

宿泊行事の目標設定



18コモン・ルーブリックを活用することのねらいと利点

３ 教育改善とフィードバック



グローバル市民 コモン・ルーブリック

教科領域部会

小

中

高

国語

19４ 今年度の共同研究



教科領域部会

小

中

高

国語

小

中

高

算数・数学
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グローバル市民 コモン・ルーブリック

４ 今年度の共同研究



教科領域部会

小

中

高

国語

小

中

高

総合

小

中

高

算数・数学
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グローバル市民 コモン・ルーブリック

４ 今年度の共同研究



教科領域部会

小

中

高

国語

小

中

高

総合

小

中

高

算数・数学 小

中

高

○○○

小

中

高

○○○

小

中

高

○○○

小

中

高

○○○
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グローバル市民 コモン・ルーブリック

４ 今年度の共同研究



池田キャンパスが
めざす児童・生徒像

グローバル市民 コモン・ルーブリック

グローバル社会を協働的に創造する
資質・能力の育成

20４ 今年度の共同研究



グローバル市民 コモン・ルーブリック

グローバル社会を協働的に創造する
資質・能力の育成

【例：中学校数学】

池田キャンパスが
めざす児童・生徒像

20４ 今年度の共同研究



グローバル市民 コモン・ルーブリック

グローバル社会を協働的に創造する
資質・能力の育成

【例：中学校数学】
①項目の選択 → 「探究力」を育む数学教育

池田キャンパスが
めざす児童・生徒像

20４ 今年度の共同研究



グローバル市民 コモン・ルーブリック

グローバル社会を協働的に創造する
資質・能力の育成

【例：中学校数学】
①項目の選択 → 「探究力」を育む数学教育
②ステージの取り出し
→「～する力」へと目標を設定
 ⅰ)～～する力
  ⅱ)～～する力

池田キャンパスが
めざす児童・生徒像

４ 今年度の共同研究 20



グローバル市民 コモン・ルーブリック

グローバル社会を協働的に創造する
資質・能力の育成

【例：中学校数学】
①項目の選択 → 「探究力」を育む数学教育
②ステージの取り出し
→「～する力」へと目標を設定
 ⅰ)～～する力
  ⅱ)～～する力

③「～することができる」へと具体的な内容に整理（評
価規準）

 ⅰ)～～することができる
 ⅱ)～～することができる。

池田キャンパスが
めざす児童・生徒像

４ 今年度の共同研究 20



グローバル市民 コモン・ルーブリック

グローバル社会を協働的に創造する
資質・能力の育成

【例：中学校数学】
①項目の選択 → 「探究力」を育む数学教育
②ステージの取り出し
→「～する力」へと目標を設定
 ⅰ)～～する力
  ⅱ)～～する力

③「～することができる」へと具体的な内容に整理（評
価規準）

 ⅰ)～～することができる
 ⅱ)～～することができる。

池田キャンパスが
めざす児童・生徒像

４ 今年度の共同研究 20



グローバル市民 コモン・ルーブリック

グローバル社会を協働的に創造する
資質・能力の育成

【例：小学校高学年修学旅行】

【例：中学校数学】
①項目の選択 → 「探究力」を育む数学教育
②ステージの取り出し
→「～する力」へと目標を設定
 ⅰ)～～する力
  ⅱ)～～する力

③「～することができる」へと具体的な内容に整理（評
価規準）

 ⅰ)～～することができる
 ⅱ)～～することができる。

池田キャンパスが
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グローバル市民 コモン・ルーブリック

グローバル社会を協働的に創造する
資質・能力の育成

【例：小学校高学年修学旅行】
①項目の選択 → 「主体性」「探究力」
     「寛容さ」「つなぐ力」を育む修学旅行

【例：中学校数学】
①項目の選択 → 「探究力」を育む数学教育
②ステージの取り出し
→「～する力」へと目標を設定
 ⅰ)～～する力
  ⅱ)～～する力

③「～することができる」へと具体的な内容に整理（評
価規準）

 ⅰ)～～することができる
 ⅱ)～～することができる。

池田キャンパスが
めざす児童・生徒像
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グローバル市民 コモン・ルーブリック

グローバル社会を協働的に創造する
資質・能力の育成

【例：小学校高学年修学旅行】
①項目の選択 → 「主体性」「探究力」
     「寛容さ」「つなぐ力」を育む修学旅行
②ステージの取り出し
  →「～する力」へと目標を設定
  ⅰ)～～する力
  ⅱ)～～する力
  ⅲ)～～する力
  ⅳ)～～する力

【例：中学校数学】
①項目の選択 → 「探究力」を育む数学教育
②ステージの取り出し
→「～する力」へと目標を設定
 ⅰ)～～する力
  ⅱ)～～する力

③「～することができる」へと具体的な内容に整理（評
価規準）

 ⅰ)～～することができる
 ⅱ)～～することができる。

池田キャンパスが
めざす児童・生徒像
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グローバル市民 コモン・ルーブリック

グローバル社会を協働的に創造する
資質・能力の育成

【例：小学校高学年修学旅行】
①項目の選択 → 「主体性」「探究力」
     「寛容さ」「つなぐ力」を育む修学旅行
②ステージの取り出し
  →「～する力」へと目標を設定
  ⅰ)～～する力
  ⅱ)～～する力
  ⅲ)～～する力
  ⅳ)～～する力

③「～することができる」へと具体的な内容に
 整理（評価規準）

  ⅰ)～～することができる
  ⅱ)～～することができる
  Ⅲ)～～することができる
  ⅳ)～～することができる 

【例：中学校数学】
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③「～することができる」へと具体的な内容に整理（評
価規準）

 ⅰ)～～することができる
 ⅱ)～～することができる。

池田キャンパスが
めざす児童・生徒像

４ 今年度の共同研究 20
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【中学校２年数学】
①選択項目→「探究力のある人」

②学習との関連
 単元を通して「地球温暖化は進行しているのか」という問いを
解決するべく，「調査報告書」を作成するという課題を設定し
た。PPDACサイクルを回す中で個人，班で調査を行い，調査か
ら得られた課題を次なる調査へつなげていく授業展開を行う。
データを元に調査をする中で課題を発見し，次なる課題を見
つけ出すというサイクルを回す。この学習によって生徒の探究力
を育みたい。

③目標達成するためにつけるべき力
ⅰ)地球温暖化に関わる要因をデータをもとに調査する力
ⅱ)PPDACサイクルから得られた課題から次なる課題を
    見つける力

④評価規準の設定
i)データを処理し，箱ひげ図を用いて温暖化の進行を調
査することができる

ii)PPDACサイクルによって見えてきた課題を言語化し
次なるサイクルでするべきことを見出すことができる

中学２年生 数学「６章 データの分布と確率」 22

●実践内容

●成果と課題

班ごとに地球温暖
化に関わる要因を
探し出し調査

【探究力のある人】

PPDACサイクルから得られた課題を言語化し，次な
るサイクルにつなげるための調査方法を提案する

身近な都市の調査から始まり，世界の都市や気温以外の要素に目をむけることができた。また箱ひげ図の
活用に至っては年代を揃えることの必要性に対する意見が生徒から出てきた。さらに，地球温暖化との因
果関係があるかどうかについて考える必要性にも気づいた。中学段階での探究力のある人の目標に近づ
くことができた。しかし，自らの問題として初めに課題を見つけ出すという視点においては，教師からの主導
になってしまうところがあったため，改善が必要だと感じる。

グローバル市民 コモン・ルーブリック
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小１ 国語
主体的な人

小２ 生活科
主体的な人

小２ 安全科
探究力のある人

小１ 道徳
つなぐ力のある人

小３ 音楽科
つなぐ力のある人

中３ 技術・家庭
探究力のある人

中３ 社会
探究力のある人

中２ 保体
主体的な人

中３ 理科
寛容な人

高２ 国語
つなぐ力のある人

高２ 理科
探究力のある人

高２ 論理表現
寛容な人

高３ 体育
つなぐ力のある人

高２ グローバル探究

探究力のある人

高１ 国語
つなぐ力のある人

高１ 歴史総合
つなぐ力のある人



2024.11.16  大阪教育大学池田中学校校内研修会

グローバル社会を協働的に創造する資質・能力の育成（２年次）

〜グローバル市民コモン・ルーブリックを活用した学習のあり方〜

協議の柱

●育まれていた

●育まれていない

「グローバル市民」を育む授業かどうか？

〜子どもの学びの姿を通して〜

・どのように？
・どんな場面？
・効果的か？
・教科の特性との関連は？

育まれていない理由？
・教師の関わりや手立て？
・教科の特性
・教科の見方・考え方

グローバル市民の要素
（授業者が選択した）

１１月研究授業



IKEDA

GLOBAL

中学校

高等学校

池田地区が考えるこれからのグローバル市民

ひらき

ふかめ

はばたく

小学校

「グローバル市民」コモン・ルーブリックを活用した学習のあり方

グローバル社会を協働的に創造する資質・能力の育成（２年次）

池田地区が一体となって１２年間の教育を進めていく
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